
東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟 通常総会次第 

 

 

令和７年５月２６日（月） 

午後３時００分～  

ＴＫＰガーデンシティ千葉 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 来賓祝辞  

 

４ 議  事 

第１号議案 令和６年度事業報告並びに決算報告について 

    第２号議案 令和７年度事業計画（案）並びに予算（案）に 

ついて 

 第３号議案 役員の一部改選について 

 要望文採択 

 

５ そ の 他 

 

６ 閉  会 



 

 

通  常  総  会  議  案 

 

 

令和７年５月２６日 

（ＴＫＰガーデンシティ千葉） 

 

 

東 京 湾 環 状 道 路 並 び に 

関連道路建設促進期成同盟 

 



 

 

総 会 次 第 

 
 

１.開 会 

２.あ い さ つ 

３.来 賓 祝 辞 

４.議 事 

   第１号議案  令和６年度事業報告並びに決算報告について 

   第２号議案  令和７年度事業計画（案）並びに予算（案）について 

   第３号議案  役員の一部改選について 

５.そ の 他 

６.閉 会 

  



 

 

第 １ 号 議 案 

 

 

 

 

令和６年度事業報告並びに決算報告について 

 

 

 

 

 

 

自  令和６年４月 １日 

至  令和７年３月３１日 

  



令和6年5月14日 全国道路利用者会議第76回定時総会に出席（東京都：砂防会館別館）
大会終了後、県選出国会議員へ要望活動

5月15日 道路整備促進期成同盟会全国協議会第45回通常総会及び「命と暮らしを守る道づくり全国大会」に出席（東京都：砂防会館別館）

5月17日 令和６年度一般国道４６４号北千葉道路建設促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：ホテルポートプラザちば）

5月20日 令和６年度首都圏中央連絡自動車道建設促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：オークラ千葉ホテル）

5月20日 令和６年度東関東自動車道館山線建設促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：オークラ千葉ホテル）

5月27日 令和６年度新湾岸道路整備促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

5月31日 令和６年度道路整備促進期成同盟会千葉県連合協議会通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

5月31日 令和６年度千葉県道路整備促進協議会通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

6月10日 令和６年度東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟通常総会を開催し、令和５年度事業報告並びに決算報告と
令和６年度事業計画（案）並びに予算（案）について議決（千葉市：ホテルポートプラザ千葉）

8月9日

要望活動

8月22日 首都圏中央連絡自動車道建設促進県民会議2024年度総会に出席（千葉市：ホテルニューオータニ幕張）

9月4日 令和７年度道路関係予算概算要求概要説明会に出席（東京都：砂防会館別館）

10月10日 全国道路利用者会議第74回全国大会に出席（青森県：リンクステーションホテル青森）

11月26日 全国道路利用者会議・道路整備促進期成同盟会全国協議会・全国高速道路建設協議会・全国街路事業促進協議会の４者共催
「安全・安心の道づくりを求める全国大会」に出席　（東京都：砂防会館別館）
大会終了後、県選出国会議員へ要望活動

令和7年1月31日 令和７年度道路関係予算概要説明会に出席（東京都：都道府県会館）

令和６年度東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟 事業報告書

県選出国会議員・内閣府・国土交通省・財務省へ東関東自動車道館山線建設促進期成同盟会・東京湾環状道路並びに関連道路建設促進
期成同盟・首都圏中央連絡自動車道建設促進期成同盟会・一般国道４６４号北千葉道路建設促進期成同盟会及び千葉県の５者合同による



収       入 （単位：円）

予 算 額 （ Ａ ） 決 算 額 （ Ｂ ） 比 較 （ Ｂ － Ａ ） 備          考

１． 1,444,000 1,444,000 0

1,444,000 1,444,000 0 県・１１市・１１団体

２． 379 495 116

379 495 116 預金利息

３． 726,621 726,621 0

726,621 726,621 0

2,171,000 2,171,116 116

令 和 ６ 年 度 収 支 決 算

科        目

会 費

計

前 年 度 繰 越 金

会 費

諸 収 入

諸 収 入

繰 越 金



支       出 （単位：円）

決 算 額 （ Ｂ ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備　　　　　　　考

１． 1,038,000 715,643 322,357

910,000 715,643 194,357
パンフレット作成代・道路整備促進期成同盟会
千葉県連合協議会負担金等

120,000 0 120,000

8,000 0 8,000

２． 678,000 405,540 272,460

658,000 405,540 252,460 通常総会経費

10,000 0 10,000

10,000 0 10,000

３． 445,000 297,979 147,021

400,000 290,103 109,897 非常勤職員報酬等

45,000 7,876 37,124 通信費等

４． 10,000 0 10,000

10,000 0 10,000

2,171,000 1,419,162 751,838

収 入 決 算 額 2,171,116 円

支 出 決 算 額 1,419,162 円

差 引 残 高 751,954 円（令和７年度へ繰越）

予 算 額 （ Ａ ）

理 事 会 費

幹 事 会 費

科　　　　　　目

事 業 費

事 業 促 進 費

会 議 費

交 際 費

計

調 査 研 究 費

人 件 費

予 備 費

予 備 費

総 会 費

事 務 費

需 用 費



会 計 監 査 報 告 書 
 

 

今般、令和６年度東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟の決算について慎重に監査したところ、

帳簿・証拠書類の整理、会費の収入等がいずれも適正に処理され、妥当なものであることを認めます。 

令和７年４月１４日 

 

東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟  

会 長   千葉県副知事  穴 澤 幸 男 様 

 

監  事 

袖ケ浦市長  粕 谷  智 浩 

 監査報告書の原本には、監事の署名・捺印をいただいておりますが、 

議案書では印字に代えております。 



会 計 監 査 報 告 書 
 

 

今般、令和６年度東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟の決算について慎重に監査したところ、

帳簿・証拠書類の整理、会費の収入等がいずれも適正に処理され、妥当なものであることを認めます。 

令和７年４月２３日 

 

東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟  

会 長   千葉県副知事  高 梨  み ち え 様 

 

監  事 

市川臨海工業会長  鈴 木 城 治 

 監査報告書の原本には、監事の署名・捺印をいただいておりますが、 

議案書では印字に代えております。 



 

 

第 ２ 号 議 案 

 

 

 

 

令和７年度事業計画（案）並びに予算（案）について 

 

 

 

 

 

 

  



令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 （ 案 ） 

 

 

東京湾環状道路の早期建設とこれに関連する幹線道路の整備促進を図るため次の事業を行う。 

 

 

１.国会及び関係省庁に対する要望活動 

２.道路整備に関する情報の提供 

３.道路整備に関する調査研究 

４.その他本会の目的達成に必要な事業 

  



収       入 （単位：円）

本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備          考

１． 1,444,000 1,444,000 0

1,444,000 1,444,000 0 県・１１市・１１団体

２． 46 379 △ 333

46 379 △ 333 預金利息

３． 751,954 726,621 25,333

751,954 726,621 25,333

2,196,000 2,171,000 25,000

令 和 ７ 年 度 収 支 予 算 （ 案 ）

科        目

会 費

計

前 年 度 繰 越 金

会 費

諸 収 入

諸 収 入

繰 越 金



支       出 （単位：円）

本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備　　　　　　　考

１． 1,063,000 1,038,000 25,000

935,000 910,000 25,000

120,000 120,000 0

8,000 8,000 0

２． 678,000 678,000 0

658,000 658,000 0

10,000 10,000 0

10,000 10,000 0

３． 445,000 445,000 0

400,000 400,000 0

45,000 45,000 0

４． 10,000 10,000 0

10,000 10,000 0

2,196,000 2,171,000 25,000計

調 査 研 究 費

人 件 費

予 備 費

予 備 費

総 会 費

事 務 費

需 用 費

理 事 会 費

幹 事 会 費

科　　　　　　目

事 業 費

事 業 促 進 費

会 議 費

交 際 費



（単位：円）

会 員 名 備 考

千 葉 県 427,500

松 戸 市 38,000

市 川 市 47,500

浦 安 市 47,500

船 橋 市 47,500

習 志 野 市 47,500

千 葉 市 190,000

市 原 市 47,500

袖 ケ 浦 市 47,500

木 更 津 市 47,500

君 津 市 47,500

富 津 市 47,500

一 般 社 団 法 人 千 葉 県 経 済 協 議 会 47,500

一 般 社 団 法 人 千 葉 県 商 工 会 議 所 連 合 会 47,500

日本製鉄株式会社東日本製鉄所（君津地区） 47,500

一般社団法人千葉食品コンビナート協議会 28,500

金 額

令 和 ７ 年 度 会 員 及 び 会 費 （ 案 ）



市 川 臨 海 工 業 会 19,000

北 袖 工 場 連 絡 協 議 会 19,000

市 川 港 開 発 協 議 会 19,000

JFE ス チ ー ル 株 式 会 社 東 日 本 製 鉄 所 47,500

船 橋 市 臨 海 工 業 地 区 連 絡 協 議 会 19,000

市 原 市 臨 海 部 工 場 連 絡 会 47,500

中 袖 工 場 連 絡 協 議 会 19,000

計 1,444,000



 

 

第 ３ 号 議 案 

 

 

 

 

役員の一部改選について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



260-8667

千葉市中央区市場町１－１

273-8501

船橋市湊町２－１０－２５

260-0015

千葉市中央区富士見２－３－１

290-8501

市原市国分寺台中央１－１－１

271-8588

松戸市根本３８７－５

272-8501

市川市八幡１－１－１

279-8501

浦安市猫実１－１－１

275-8601

習志野市鷺沼２－１－１

260-8722

千葉市中央区千葉港１－１
043(245)5290

〃 習志野市長 宮 本 泰 介 都市環境部都市政策課 047(453)1548

〃 千葉市長 神 谷 俊 一
建設局道路部道路計画課
広域道路政策室

047(712)6341

〃 浦安市長 内 田 悦 嗣 都市政策部都市計画課 047(712)6542

理 事 松戸市長 本 郷 谷 健 次 街づくり部都市計画課 047(366)7372

〃 市川市長 田 中 甲 道路交通部交通計画課

043(222)5401

〃 市原市長 小 出 譲 治 土木部土木管理課 0436(23)9833

副会長 船橋市長 松 戸 徹 道路部道路計画課 047(436)3566

〃
一般社団法人
千葉県経済協議会長

山 﨑 清 美 事務局長

会 長 千葉県副知事 高 梨 み ち え 県土整備部道路計画課 043(223)3119

東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟役員（案）

役　名 職　　　名 氏　　　名 住　　　　　　所 連絡先及び電話番号



役　名 職　　　名 氏　　　名 住　　　　　　所 連絡先及び電話番号

292-8501

木更津市朝日３－１０－１９

299-1192

君津市久保２－１３－１

293-8506

富津市下飯野２４４３番地

272-0011

市川市高谷新町４番地

273-8501

船橋市湊町２－１０－２５

261-0002

千葉市美浜区新港３１番地

260-0013

千葉市中央区中央２丁目５番１号
千葉中央ツインビル２号館

260-0835

千葉市中央区川崎町１番地

290-8530

市原市五井南海岸８－１

299-0267

袖ケ浦市中袖２－１
〃 中袖工場連絡協議会

（正幹事）
株式会社ＪＥＲＡ
袖ケ浦火力発電所

0438(62)5611

〃 市原市臨海部工場連絡会
（幹事）
ＵＢＥエラストマー株式会社
千葉工場

0436(23)5111

〃
ＪＦＥスチール株式会社
東日本製鉄所副所長

下 村 俊 博 総務部総務室 043(262)2026

〃
一般社団法人
千葉県商工会議所連合会長

佐 久 間 英 利 事務局長 043(222)7110

〃
一般社団法人
千葉食品コンビナート協議会長

加 瀨 晴 久 事務局長 043(242)1655

〃
船橋市臨海工業地区
連絡協議会長

岡 本 幸 雄 船橋市経済部商工振興課 047(436)2474

※ 〃 市川港開発協議会長 荒 川 弘 理 株式会社クボタ　市川工場 047(328)0171

〃 富津市長 高 橋 恭 市 建設経済部都市政策課 0439(80)1317

〃 君津市長 石 井 宏 子 建設部建設計画課 0439(56)1345

理 事 木更津市長 渡 辺 芳 邦 都市整備部土木課 0438(23)8342



役　名 職　　　名 氏　　　名 住　　　　　　所 連絡先及び電話番号

299-0266

袖ケ浦市北袖１４番地

292-0835

木更津市築地１番１号

260-8722

千葉市中央区千葉港１－１

260-0015

千葉市中央区富士見２－３－１

290-8501

市原市国分寺台中央１－１－１

260-8667

千葉市中央区市場町１－１

260-8667

千葉市中央区市場町１－１

262-8512

千葉市花見川区幕張町
５－４１７－２４

272-0125

市川市高浜町７番地

299-0292

袖ケ浦市坂戸市場１－１

※改選

〃 袖ケ浦市長 粕 谷 智 浩 都市建設部土木建設課 0438(62)3626

監 事 市川臨海工業会長 鈴 木 城 治 東洋合成工業株式会社高浜油槽所 047(395)2151

※ 〃 千葉県企業局長 野 村 宗 作 企業局管理部総務企画課 043(211)8298

※ 〃 千葉県総合企画部長 三 神 彰 総合企画部政策企画課 043(223)2426

※ 〃 千葉県県土整備部長 四 童 子 隆 県土整備部道路計画課 043(223)3119

※ 〃 市原市土木部長 富 樫 淳 一 郎 土木部土木管理課 0436(23)9833

※ 〃
一般社団法人
千葉県経済協議会事務局長

鈴 木 健 治 事務局長 043(222)5401

幹 事 千葉市建設局長 山 口 浩 正
建設局道路部道路計画課
広域道路政策室

043(245)5290

※ 〃
日本製鉄株式会社東日本製鉄所
（君津地区）副所長

小 林 宏 栄 君津庶務室 0439(50)2017

理 事 北袖工場連絡協議会
（正幹事）
ＮＣ東京ベイ株式会社

0438(64)1754



千代田区永田町２－２－１　衆議院第一議員会館８２３号室

〃 〃 岡 島 一 正 100-8981 千代田区永田町２－２－１　衆議院第一議員会館１０１２号室

〃 〃 英 利 ア ル フ ィ ヤ 100-8981 千代田区永田町２－２－１　衆議院第一議員会館１１２２号室

〃 〃 小 池 正 昭 100-8981 千代田区永田町２－２－１　衆議院第一議員会館６１２号室

〃 〃 本 庄 知 史 100-8982 千代田区永田町２－１－２　衆議院第二議員会館１２１９号室

〃 〃 奥 野 総 一 郎

千代田区永田町２－２－１　衆議院第一議員会館１１２０号室

〃 〃 谷 田 川 元 287-0001 香取市佐原ロ２１６４－２

〃 〃 宮 川 伸 100-8981
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建 設 促 進 期 成 同 盟 規 約 



東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟規約 

 

（目 的） 

第１条 本会は、京葉臨海地域の交通量に対処でき得る湾岸道路の早期建設およびこれに関連する幹線道路の整備促進をはかることを目的と 

する。 

（名 称） 

第２条 本会は、「東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟」と称する。 

（会 員） 

第３条 本会は、次のものをもって組織する。 

 １．千葉県 

 ２．松戸市、市川市、浦安市、船橋市、習志野市、千葉市、市原市、袖ケ浦市、木更津市、君津市、富津市 

 ３．千葉県経済協議会、千葉県商工会議所連合会、湾岸進出企業会社 

 ４．その他会長が委嘱した者 

（事 業） 

第４条 本会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 １．政府、国会等に連絡または建議すること。 

 ２．会員である地方公共団体および湾岸企業会社等との連絡に関すること。 

 ３．湾岸交通並びに関連道路に必要な調査研究に関すること。 

 ４．その他、本会の目的達成に必要な事業。 

（役 員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

     会 長 １ 名 

副会長 若干名 

理 事 若干名 

幹 事 若干名 

監 事 ２ 名 



（役 員 の 選 任） 

第６条 本会の会長は副知事とし、副会長は会長が指名し、総会の承認を得るものとする。理事、幹事および監事は総会で選出する。 

（役 員 の 任 期） 

第７条 本会の役員の任期は２年とする。ただし、再任をさまたげない。 

（役 員 の 職 務） 

第８条 会長は、本会を代表し会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代理する。 

３ 理事は、理事会を構成し、本会の基本的事項を協議する。 

４ 幹事は、理事会の決定に従い、軽易な事務を執行する。 

５ 監事は、本会の会計を監査し、総会に報告する。 

（顧問及び参与） 

第９条 本会に顧問および参与を置くことができる。 

２ 顧問および参与は、会長が委嘱する。 

（会 議 の 種 類） 

第１０条 本会の会議は総会および理事会とする。 

２ 通常総会は毎年１回開催する。ただし、会長が必要と認めたときは、臨時総会を開くことができる。 

３ 総会において議決する事項は、次のとおりとする。 

 （１）予算および決算に関すること。 

 （２）事業計画および事業報告に関すること。 

 （３）役員の選任に関すること。 

 （４）規約改正に関すること。 

 （５）その他、会長が必要と認めること。 

（会 議 の 開 催） 

第１１条 会議は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 議決は出席者の過半数の賛成を得て成立する。賛否同数のときは、議長の決するところによる。 

３ 会長が第１０条第３項に掲げる事項について提案した場合において、当該提案につき会員の過半数が書面により同意の意思表示をしたとき

は、当該提案を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。 



（会 計 年 度） 

第１２条 本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終る。 

（事 務 局） 

第１３条 本会の事務を処理するため事務局を千葉県県土整備部道路計画課内に置く。 

２ 事務局は、事務局長および書記若干名を置く。 

３ 事務局長および書記は、会長が任命し、会の庶務を取り扱う。 

（経 費） 

第１４条 本会の経費は、負担金、寄付金および補助金、その他をもってこれにあてる。 

（会長への委任） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、運営にあたって、必要な事項は会長が定める。 

 

附 則 

 この規約は、昭和４３年１１月１８日から施行する。 

 本規約の一部改正は、平成４年５月２７日から施行する。 

     〃     平成 ７年５月１５日   〃 

     〃     平成１３年５月１１日   〃 

     〃     平成１６年５月１４日   〃 

     〃     平成１７年５月１３日   〃 

     〃     平成１９年５月２１日   〃 

     〃     平成２５年５月１４日   〃 

 

 



東京湾環状道路並びに関連道路の整備促進に関する要望書（案） 

 
 

千葉県内の幹線道路網の整備につきましては、日頃より特段の御高配を

賜り厚くお礼申し上げます。 
 

道路は、人や地域を相互につなぎ、「人」、「モノ」、「情報」をスムーズに

行き来させる機能を担い、高規格道路ネットワークは、国土の骨格を形成 

するとともに、地域経済の好循環をもたらし地域の発展や広域的な連携を

支え、災害時には救援活動や援助物資の輸送などに寄与する極めて重要な

ものであります。 
 

東京湾環状道路は、湾岸部の主要都市や重要港湾、臨海コンビナート、 

大規模集客施設などの都市機能が集積する地域を環状に連結する、経済・ 

産業・生活面において不可欠な幹線道路であり、東京湾環状道路の整備に 

より生産性の向上や物流の効率化による民需誘発などのストック効果が 

期待されます。 
 

東京湾岸道路の一部をなす国道３５７号では、塩浜立体や船橋市域の 

渋滞対策、湾岸千葉地区改良（蘇我地区）が進められているほか、    

（仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジと併せて検見川立体が  

事業化され、交通の円滑化のために事業の早期完成が必要です。 
 

さらに、湾岸地域においては、京葉道路などで交通量が多く、大型車  

混入率も高いことから、広範囲にわたり慢性的な渋滞が発生しています。 

今後も港湾機能の強化や物流施設の立地、さらには成田空港の機能強化等

に伴う交通需要の増大が見込まれており、本県のポテンシャルを十分に 

発揮するため、新湾岸道路の重要性が高まっているところです。 
 

新湾岸道路については、計画の具体化に向け、昨年８月２日に、学識経験

者で構成される「新湾岸道路有識者委員会」が開催され、概略ルート・構造

の検討が開始され、令和６年１２月から本年２月にかけて、県及び沿線市は

国とともにパネル展及びオープンハウスなど、地域の皆さまや関係機関 

などへの情報発信や意見聴取を行う双方向のコミュニケーション活動を 

実施したところです。 
 



東京湾アクアラインにおいては、「アクアライン割引」の継続により、「人」

と「モノ」の流れを活性化し、本県はもとより首都圏全体に大きな経済効果

をもたらしています。一方で、休日を中心に交通集中による渋滞が発生して

いることから、交通の円滑化に向けて、ＥＴＣ時間帯別料金の社会実験を 

実施しているところです。今後も、首都圏全体への経済効果をさらに高めて

いくため、「アクアライン割引」の継続とともに、アクアライン着岸地周辺

地域の交通の円滑化を図るため、東京湾岸道路の未整備区間となっている、

袖ケ浦市から木更津市間などの計画の早期具体化が必要です。 
 

関連道路である首都圏中央連絡自動車道の残る未開通区間である大栄 

ジャンクションから松尾横芝インターチェンジ間については、国際競争力

の強化や国土強靱化のため、一日も早い全線開通が必要です。 
 

東関東自動車道館山線の一部を構成する富津館山道路は、対面通行の 

２車線であるため観光シーズンや休日等において渋滞が発生していると 

ともに、工事や事故等による通行止め等も数多く生じていることから、  

防災力向上や観光振興のため、早期に４車線化を図る必要があります。 
 
つきましては、地方創生及び国土強靱化を推進し、湾岸地域が持つポテン

シャルを十分に発揮させるため、東京湾環状道路並びに関連道路の早期 

整備に向け、次の道路整備推進について、特段の御配慮をいただきますよう 

お願いいたします。   



記 
１ 東京湾環状道路について 
（１）一般国道３５７号東京湾岸道路の整備推進 
    ア 塩浜立体事業や船橋市域の渋滞対策を早期に完成すること。 
 

イ 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）の着実な事業推進を図ること。 
 

ウ （仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジと併せて検見川

立体の事業推進を図ること。 
 
（２）新湾岸道路については、外環高谷ジャンクション周辺から蘇我   

インターチェンジ周辺並びに市原インターチェンジ周辺までの間に  

おいて、地域の理解が深まるよう、市民とのコミュニケーション活動に 

協力して、積極的に役割を果たしていくので、有識者委員会における  

助言等を踏まえ、概略ルートや構造の検討を進めること。 
また、千葉県と東京都を結ぶ区間についても検討を進め、計画の具体化

を図ること。 
 
（３）東京湾岸道路の千葉地区専用部や未整備区間、国道４０９号の   

４車線化を含む東京湾アクアライン着岸地周辺道路網の調査推進及び 

計画の早期具体化を図ること。 
 
（４）首都圏における交流・連携の強化、地域経済の活性化等を図るため 

「アクアライン割引」の継続に必要な予算を確保すること。 
 
（５）東京湾口道路は、実現に必要な画期的な技術開発など調査の重点化を

図るとともに、アクアラインの６車線化も含め、交通容量の拡充方策に 

ついて、中長期的な視点から検討すること。 
 
２ 東京湾環状道路の関連道路について 
（１）首都圏中央連絡自動車道の建設推進 
    ア 大栄ジャンクションから松尾横芝インターチェンジ間について

は、令和８年度の開通に向け、確実に事業を進めること。併せて、

大栄ジャンクションから多古インターチェンジ間については、 

１年程度前倒しでの開通に向け確実に事業を進めること。 
 



    イ 県境から大栄ジャンクション間の４車線化については、   

令和８年度までの開通に向け確実に事業を進めること。また、事業

化されている松尾横芝インターチェンジから東金ジャンクション

間については、一日も早く工事に着手すること。 
 
ウ ４車線化未事業化区間については成田空港の拡張事業による 

交通量の増加に対応するため、「高速道路における安全・安心基本

計画」の優先整備区間に選定し、早期事業化を図ること。 
 
エ かずさアカデミアパークへのアクセス強化のため、     

地域プロジェクトの支援として設置が発表されている、    

（仮称）かずさインターチェンジの早期整備を図ること。 
 

オ 成田国際空港及び周辺地域と圏央道を結ぶ新たなインターチェ

ンジについては、地域活性化インターチェンジ制度を活用し、速や

かに連結許可を行い、新規事業化すること。 
 
カ 神崎パーキングエリア（仮称）については令和８年度までの供用

に向け、確実に整備を進めること。また、山武パーキングエリア  

（仮称）については、早期供用を図ること。 
 
キ 圏央道のストック効果を最大限発揮させるため、銚子連絡道路

や長生グリーンラインなどインターチェンジへのアクセス道路が

確実に整備されるよう必要な予算を確保すること。 
 
（２）東京外かく環状道路の建設推進 

東京外環自動車道（以下、外環道）の京葉道路との接続部である京葉     
ジャンクションについては、京葉道路千葉方面と外環道高谷方面とを   
連絡するランプの整備を進め、早期にフルジャンクション化を図ること。

また、東京外かく環状道路を完全な環状道路とし、東京湾アクアラインと

一体となって、その機能を十分に発揮させるため、東名高速道路から  

湾岸道路間の計画の早期具体化を図ること。   



（３）東関東自動車道館山線とその一部を構成する富津館山道路の   

４車線化 
ア 東関東自動車道館山線の一部を構成する富津館山道路の４車線化

に向けて、早期に事業化すること。 
 
イ 東関東自動車道館山線の館山までについては、計画の具体化を 

図ること。 
 

ウ 富津館山道路の終点部である富浦インターチェンジから館山市内

までの国道１２７号の館富トンネルを含む川名・富浦地区について、

早期の４車線化を図ること。 
 
（４）京葉道路の渋滞対策の推進 

渋滞の著しい京葉道路については、貝塚トンネル付近の車線追加等  

による抜本的な対策について、調査・設計を進め、早期に工事に着手する 

とともに、引き続き、必要な渋滞対策を行うこと。 
 
３ 予算の確保について 
（１）防災・減災、国土強靱化の取組みの加速化・深化を図り、国土強靱化

基本計画に基づき確実に事業を実施できるよう、新たな国土強靱化実施中

期計画においては、現行の対策を大きく上回る必要な事業・予算規模で策

定し、今後の人件費等の高騰等の影響を適切に反映した必要な予算・財源

を通常予算とは別枠で確保すること。 
 
（２）激甚化・頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための 

地方整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の更なる

確保に取り組むこと。 
 
（３）道路整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の   

創設等により、令和８年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も加味  

した上で、必要な予算を満額確保すること。 


